


















1,研究目的

この研究の目的は“望まない妊娠で出生した児"の概数及び経年変化を明らかにすること

である。“望まない妊娠で出生した児"の定義を明らかにしないと数の把握は難しいため、

とりあえず“望まない妊娠”を両親のいずれか片方、あるいは両方が予定していなかった

妊娠と定義する。“望まない妊娠で出生した児"は“予定外の妊娠で出生した児"と考えら

れる。この定義の“望まない妊娠で出生した児"でも、充分な育児を受けていれば、当面

ケアの対象にはならない。ケアの対象となるのは適切な育児が行われていない場合であり、

現象としては棄児、被虐待児等として出現する。この研究では“望まない妊娠で出生した

児"を“望まない妊娠で出生したために問題を抱えている児"に限定した方がよいと思われ

る。

この観点から考えると、“望まない妊娠で出生した児"だけでなく、次の段階としては“生

まれてしまってから望まない児となった児"も対象として考えることがよいと思われる。


